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池原参事官が資料28-1-1（概算要求額））を説明し、中川宇宙

開発利用課長が資料 28-1-2（概算要求・主要事項）を説明した

後、多少の質疑応答があった。（総計312,452百万円で、19年度

比23.4％増。本年から、宇宙利用関係の予算額も集計。但し、集

約は出来ていない。） 

 

松尾：何かご質問等御座いますでしょうか。 

青江：資料の最後に付いている「利用」は、池原さんの言った通り、

極一部ですね。此処にも有る様に、お金の額が確定できな

いものは全部取ってあると云うこともあって、昨年でしたか

農水省のお金がゼロになった。どういうことか調べ、良く良

く聞いてみると、此処に出ている以外に、農水省も随分色

んなことをやっている。此処に有るのは本当に一部であり、

各省庁関係の利用推進関係では随分色んなトライがなさ

れている1。決して、日本の各省庁の所管の、衛星を利用し

た事業への展開は、相当程度なされている。決して、一般

巷間言われているほどシャビィなものではないと云うことだ

と思う。 

 其れは其れとして、JAXA予算全体の話では、先般のこ

の委員会に於いての資源配分についての考え方を踏まえ

たものと評価し得ると思って居ります。其の上に立って、二

                                   
1 記載漏れがあるのは解るが、最終項目のBMDのように、440億

円全部を宇宙利用と見ているものがある。情報収集衛星関係665

億円と同程度なので、BMD の宇宙分に絞ってあるのかも知れず、

誤った指摘かもしれないが、これら 2点が突出している。 

つほど注文を付けておきたい。一つは ISS 計画への参加。

日本にとっては輸送系を除いた有人技術の習得が主眼で

あり、其の点を念頭に置いた上で、HTV及びH-ⅡBにつ

いては、更に、更に一層の削減努力を不断に継続して貰

いたい。二番目は、小さな話ですが、部品の安定的な供給

と産学官の連携と中小企業の振興、こういったものをワンパ

ッケージにしたような施策2、及びアジア支援3の 2点につい

ては、特段の意を用いて貰いたい。今後の予算の、12月ま

での査定段階におきまして。この 2点とも今度の新計画、

長期計画策定がほぼファイナライズさせ得る状況にあるわ

けですが、今度の新計画の一種フォローアップとしまして、

重視している項目が二つ。まあ、他にも有るわけですが特

に重視しているところでありまして、と同時に、此れは金額

が左程大きく積むようなものでなく、幸いなことに効果が大

きい、費用効果比が大きいと云う正確のもので、一定の配

                                   
2 現状把握が緩いように思えてならない。過去にもやってきたこと

であるが、先輩方は「言い訳」になるからと云うので多くを語らな

かった。「中小企業は毎日が忙しく、宇宙にかまっては居られな

い。」と云う一面も有る。自分の業界にあって宇宙業界に無いもの

は直ぐ見付るが、自分の業界に無いものは宇宙業界にあっても

見え難い。それが見えると業界を去る例も多いのではないか。 
3 「アジア支援」の目的が推測できない。中国には「覇権」の意識

が有る。（又は、日本が覇権を取るのを阻止する。）しかし、日本

には覇権の意識が無いはずで、そうなると何が動機なのか解らな

い。 
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慮をして、所要の予算措置に対応してもらいたいと云うこと。

以上 2点で御座います。 

池上：概算要求と云うことで、是非頑張っていただきたい。表の数

値を見ていき、民間等との連携の処で、準天頂、GXが上

がっており、数値的に準天頂で 3倍、GXで 5倍以上にな

ってるんだけれど、一方、経産省の方はGXについては減

らしてるんですけど、此れは何か新しいことが起こったので

はなく、予定通りと理解して良いわけですね。でないと、何

で 4倍と、こういう風になりますからね。 

文科省 中川：予定通りのスケジュールをターゲットに積算したも

のです。 

松尾：まあ、各省庁の、例の利用については、我々の知らないエ

ンカレッジングなケースも有るようで御座いますので、そう

云うことも郁々話を聞かせてもらえばありがたいと思います。

それから JAXAの予算については、言い値としては中々の

物だと思いますが、藤田局長のコメントが御座いましたら。 

藤田：先生仰られたように、20年度の要求非常に大きなものにな

っておりますが、財政状況非常に厳しい中で御座いますの

で、どれだけ取れるかと云うのは必ずしも自信が有る訳で

は御座いませんが、一円でも多く獲得をしたいと、そのよう

に努力をさせていただきたいと思ってます。 

松尾：どうも、領収書といい、最近一円と云うのが流行るようで御

座いまして。一つよろしくお願いしたいと思います。 

 先程の青江さんの費用効果の話ですけど、此れ、将来に

向けての目出しの部分てのは、非常に費用効果の高いと

ころですので、苦しいのは解りますけど、苦しい中でそう云

う処を是非育てて頂きたいと、一般論として申し上げておき

たいと思います。 

 あと、何か御座いますか。 

 其れでは先に進ませて頂きます。 


